
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民生活の基礎を支えて・・・ 

三浦地域資源ユーズ株式会社 

10 年の歩み(社史) 



社 史 発 刊 に あ た っ て 

 

平成 27 年 3 月 9 日の取締役会で、「平成 28 年 6 月の定時株主総会時に、弊社設立 10 周年の社

史を編纂・発刊し、併せて記念レセプションを開催する。」ことを決めました。 

編纂にあたっては、どのような社史にすべきか？―が最も重要な事であり、三浦地域資源ユ

ーズ株式会社は法的・社会的性格に大きな特徴を持った会社であることから、それに相応しい社

史にすべきと考えました。 

第 1 は、弊社は三浦市の「地域再生計画」と「バイオマスタウン構想」の実現を目指す会社で、

市と三浦商工会議所の呼びかけで設立された民間の出資比率の高い第 3 セクターであること。 

第 2 には、法律上市に処理責任がある一般廃棄物としてのし尿・浄化槽汚泥を市に代わって処

理することを第一義的な目的とする施設を建設し運営する、公共性の強い会社であり、かつ処理

対象物を処理する業務等が「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下「廃棄物処理法」と略称

する。）など、多くの関係法令によって成り立っていることから、コンプライアンス（法令遵守）

が極めて重視される事業会社であること。 

第 3 には、処理対象物の多くが、毎日の市民生活から排出されるし尿等を扱っていることから、

「市民生活の基礎を支えている会社」であると同時に、その処理委託料を主な収入源としている

会社であることから、「市民負担を極力増嵩させない。」という経営理念を堅持して地域社会に貢

献する会社であること。 

第 4 には、設立直後のプロポーザルの実施以降これ迄の取組みの過程を時系列で取上げてその

1 つ 1 つの交渉結果や合意に基づく契約・協定その他の取決めが現在生きており、またそれが将

来に亘っても弊社運営の基礎になるものである―ことを明確にしておく必要があること。 

以上の認識のもとに今後を考えると、弊社の「事業承継」にとっても活用出来る社史にする

―つまり「実務社史」という性格の社史にすべきとの結論に至りました。 

そして第 5 には、株主各位は勿論のこと、地元 3 区をはじめ、関係各方面の機関・団体・会社

の皆様方からいただいた、これまでのご支援とご協力に感謝し、相互の信頼と互恵の関係を一層

強めることに役立つ社史とすることを願って編纂したものであります。 

尚、本書では各人の役職名・団体名等は、基本的にはその時点の役職名・団体名等を用いさせ

ていただきました。 

最後に、この社史発刊にあたってご祝辞や写真をご提供下さった方々及び社史をご推敲下さっ

た関係各位にお礼を申し上げ、発刊にあたっての言葉と致します。 

 

                 ２０１６（平成２８）年５月２０日 

―三浦地域資源ユーズ株式会社・社史編纂事務局― 

 

 



ユーズ㈱ 10 年の歩みの目次 

Ⅰ 会社設立の背景と経緯 

１ 会社設立時の三浦市経済などの状況    

２ 国の「地域再生推進本部」と「三浦市地域再生研究会」の立ち上げ 

 

Ⅱ ユーズ㈱の創立総会等と小泉総理の視察 

１ 平成 18 年 7 月 19 日の当社創立総会と設立時取締役会など 

２ 小泉総理の「三浦市と横須賀市への視察」 

 

Ⅲ 上記以外の平成 18 年度の取組み＝「プロポーザル」など 

１ 大乗区との覚書、先進事例視察、基本計画策定と生活環境影響調査など 

２ 市の地域再生計画推進担当と、NTT ファシリティーズに支えられて 

３ プロポーザルの事業者選定委員会の設置・運営とその結果 

 

Ⅳ 平成 19 年度の主な取組み 

１ 生活環境影響調査と、ユーズにとってのパートナーの決定 

２ MBC の基本計画書の完成と、MKE による基本設計及び市による農振手続きなど 

 

Ⅴ 平成 20 年度の主な取組み 

１ 見直した基本計画を株主総会等に説明、議会の「債務負担行為」の議決など 

２ 基本設計の変更による変更契約書等の締結と、市の指導要綱の覚書締結など 

３ 塚の供養等と安全祈願起工式の概要など 

 

Ⅵ 平成 21 年度の主な取組み 

１ 年度毎の整備事業契約、建設着工前の地元説明、建設用地の使用許可など 

２ 知事の施設設置許可と同日に工事着工、大乗区及び漁業者との交渉と妥結 

 

Ⅶ 平成 22 年度の主な取組み 

１ 竣工期を迎えて 

２ 市の既設放流管の使用承諾を受けて 

３ 試運転開始初日のアクシデントから揉摺
もみすり

型破砕機の導入まで 

４ 本施設の引渡しと登記、諸契約の締結と付保をもって営業(本)稼働をスタート 

５ 大乗区長の指摘を受けて、脱臭活性炭の交換回数の増加と交換費用の固定化 

６ プロジェクト・ファイナンスとしての長期融資及びし尿等の市との契約 

７ 肥料の栽培試験と農林水産大臣の肥料登録許可、そして利用促進へ 



８ 国等の評価と本施設の竣工式の開催 

９ 事業収支計画（P/L 表）の確定  

10 優先ローンへの切替え等と、宮川区への対応及び節約節減の取組み 

 

Ⅷ 平成 23 年度以降～27 年度迄の各年度の主な取組み 

１．平成 23 年度の主な取組み 

２ 平成 24 年度の主な取組み 

３ 平成 25 年度の主な取り組み 

４ 平成 26 年度の主な取組み 

５ 平成 27 年度の主な取組み 

 

【 資 料 編 】 

1 会社概要と株主一覧表 

2 ユーズ設立時からこんにち迄の、役員と社員の一覧表 

3 創立総会からこんにち迄の、株主総会と取締役会等の開催一覧表 

4 ユーズが大乗区に「住民説明会」に入った平成 20 年度以降の、地元 3 区の三役及び漁業

者役員名の一覧表 

5 三浦地域資源ユーズ㈱の諸規程等一覧表 

6 プロポーザルの審査集計表様式 

7 本稼働以降の処理対象物毎の年度別処理量・処理単価・売上収入額一覧表 

8 バイオマスセンターの運営上必要な許可と契約等の一覧表 

9  優先ローンの金融団と当初借入額及び返済額並びに借入金残額の一覧表 

10 「M バイオ・たいひくん」の生産・流通の実績表 

11 バイオマスセンターの月別処理量と、バイオガスの年度別発生量及び一日当り発生量一覧

表 

12 バイオマスセンターへの視察・見学者の年度別・地域別・分野別・男女別内訳表  

13 バイオマスセンターの配置図と各棟の平面図 

14 バイオマスセンターの処理システム・フロー図 

15 平成 28 年度の農作物残渣搬入カレンダー 

16 ユーズと MKE 等による社会貢献(CSR)事業一覧表 

17 設立時からこんにち迄のユーズの節約・節減一覧表 

18 エコテーマパーク整備構想(案) 

19 平成 27 年度決算の貸借対照表と損益計算書 

 

【ユーズの現役職員と MKE 三浦事業所の所員等一同】 


